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報道関係各位                                     

 

2014年 11月 

 

株式会社 目黒雅叙園 

特定非営利活動法人 京都文化協会 

 

 

「ダウン症の天才書家 金澤翔子×百段階段 ～共に生きる～」 

 

プレス向け内覧会のご案内 
 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

株式会社目黒雅叙園ならびに特定非営利活動法人 京都文化協会では、本年 11 月 21 日より

12 月 28 日の期間、目黒雅叙園百段階段（東京都指定有形文化財）にてダウン症の書道家    

金澤翔子氏の展覧会を開催致します。本展は、ダウン症として生を受けた娘と母との軌跡を、  

「共に生きる」をテーマに、母・金澤泰子氏の当時の日記を元にした “ことば”と娘・翔子氏の“書”   

約 40作品を 4 つの章に分けて構成します。 

つきましては、11 月 21 日午前 9 時よりプレス向け内覧会を執り行いますので、ご多忙の折とは存

じますが、万障お繰り合わせのうえ、ぜひご来臨賜りますようここにご案内申し上げます。                          

敬具 

記 

 

日  時： 2014年 11月 21日（金） 午前９：00～（受付 8:30～）  

会  場： 目黒雅叙園「百段階段」（東京都目黒区下目黒 1−8−１） 

              漁樵の間  （受付は正面玄関にて） 

内  容：   特定非営利活動法人京都文化協会より趣旨説明 

  金澤泰子様・翔子様ご挨拶 

フォトセッション 

質疑応答 

 

 

                                                             

 

 

お問い合わせ：特定非営利活動法人 京都文化協会 075-354-8195  担当：鈴木 
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■ダウン症の天才書家 金澤翔子×百段階段 ～共に生きる～ 

 

 

 

 

 

ダウン症として生を受けた娘に絶望し、何度も心中を考えた母、突然の夫の死、社会からの拒絶・・ 

見えない壁を乗り越えながら、娘は幼い子どもや知的障害者に、書を教えるまでに成長した。 

たった一つの希望を探し続けた親子の軌跡をたどる展覧会。 

 

母・泰子さんの綴る文章と翔子さんの書によって ふたりのあゆみは紡がれます。泰子さんの語られる

数々のエピソード。 テキストや当時の写真を交えた、選りすぐりの書 ふたりの成長とともに会場の空

気はうつろいます。 

 

四年続いた苦悩、絶望の淵から見えたもの、学校との闘い、

書の才能の発見、個展の開催と飛翔。 

人は生きるとことの素晴らしさ、希望を体感するでしょう。  

また、同じ障害に悩む人の大きな励みになる事を願います。 

 

 

■展覧会概要 

企 画 名 ： 「ダウン症の天才書家 金澤翔子×百段階段 ～共に生きる～」  

開 催 日 ：  2014 年 11 月 21 日(金)～12 月 28 日(日) ※会期中無休  

開催時間 ： 10：00～18：00 (17：30 最終入館)  

会    場 ： 東京都指定有形文化財｢百段階段｣  

入 場 料 ： 当日 1,200 円／前売 1,000 円／学生 600 円(要学生証呈示)  ※小学生以下無料  

主    催 ： 目黒雅叙園／特定非営利活動法人京都文化協会   

 

■金澤翔子 プロフィール  

1985 年東京都目黒区に生まれる。5 歳で、母の師事で書を始める。2005 年銀 座書廊で個展。2009 

年鎌倉建長寺、京都建仁寺で個展開催(以後毎年開催)。 2011 年奈良東大寺で個展開催。福島に

「金澤翔子美術館」開設。2012 年の NHK 大河ドラマ「平清盛」揮毫。熊野大社で奉納の揮毫。2013 

年銀座に「銀座 金澤翔子美術館」を開設。平泉中尊寺で個展。厳島神社で奉納の揮毫。東京 国体の

開会式で揮毫。天皇の御製を揮毫。 
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■目黒雅叙園 百段階段 

2009 年 3 月に東京都指定有形文化財に指定された木造建築。ケヤキの板材でつくられた 99 段の

階段廊下をもつことから、通称「百段階段」と呼ばれています。かつて食事を楽しみ、晴れやかな宴が行

われた絢爛豪華な 7部屋が連なります。各部屋には、樹齢数約 280年を超える床柱他、鏑木清方や橋

本静水など当時屈指の著名な作家たちによって描かれた、約 160枚に及ぶ日本画の設えなど、昭和初

期における美の共演と大工の高い技術力をみることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■金澤翔子 初のニューヨーク個展 開催決定 

                   

ダウン症であるからこそ持ちえた純粋な心と 25年に及ぶ書の修行に裏打ちされ、輝かしい実績を打ち

出し続ける金澤翔子氏が、一人の書道家、一人のアーティストとして初のＮＹでの個展を開催。20歳の

はじめての個展から 10年経ち 30歳を目前とした活動の節目として 10年間の活動の集大成を見せる。 

 

 

「金澤翔子 書の世界 ～A LETTER FOR YOU～」 

 

日  程：2015.3/21(土) ～3/26(木)  ＊3/22（日）は閉館 

会期中同会場にて席上揮毫を開催 

（来場者の目の前で大型作品の揮毫。日程調整中） 

場  所：The Nippon Gallery at THE NIPPON CLUB 

 (日本クラブ７階 日本ギャラリー) 

住  所：145 West 57th Street,New York, NY 10019 

主  催：特定非営利活動法人京都文化協会 

後  援：在ニューヨーク日本国総領事館 

問い合せ：特定非営利活動法人京都文化協会  

075-354-8195  担当：松本 

 

お知らせ 
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＜別 紙＞  

会場ご案内 

東京都目黒区下目黒 1−8−１ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●電車でお越しの場合 

目黒駅（JR 山手線西口、東急目黒線、地下鉄南北線・三田線）より行人坂を下って 

徒歩 3分、（ に沿ってお進みください） 

権之助坂を下って徒歩 5分 

 

●車でお越しの場合 

首都高速 2号線目黒ランプより 3分 

（ に沿ってお進みください） 

 

※会場自体が文化財となりますため、 
 
お越しの際はカメラなど機材を養生していただきますようお願い申し上げます。 
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恐縮ではございますが、準備の都合上、 月 日（ ）までにご返信くださいます

よう 

宜しくお願い申し上げます。 

 

送信ＦＡＸ番号 ：075-354-8198 京都文化協会宛 担当：鈴木 

金澤翔子×百段階段 プレス向け内覧会 

ご  出  欠 ：   

 □ご出席            □ご欠席 

 

貴  社  名 ： 

 

 

貴 媒 体 名： 

 

 

ご  所  属 ：  

 

 

ご  芳  名 ： 

 

 

参加人数 ：  

 

 

         名 

    

ご 連 絡 先 ： ＴＥＬ                          ＦＡＸ 

               

 携帯電話 

 

使 用 機 材 ：スチール                         ＴＶカメラ    

        □有り    □無し        □有り  □無し 

 

駐車場の利用 ：  

       □有り   □無し 

 

 

通  信  欄 ： 

 

        

   

  □記者（ライター）  □カメラマン  □レポーター 

  □その他（具体的にお書きください）                

※下記のいずれかに印をおつけください。 


